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長く続けてきたのはどんな思いから？

文化や習慣の違いを認め合うには？

　どんなに忙しくても、用事があっても、がん
ばる会に行くようにしています。私も苦労した
ときに周りの人に助けてもらったので、今の自
分にできることをやって、少しでも困っている
人の助けになりたい。一緒にがんばりたいと思
うからです。

「がんばる会」のことを教えてください
　高茶屋市民センターで、土曜日の18時30分か
ら日本語指導などをしています。約20年前から
高茶屋地域に暮らすブラジル人が多くなり、生
活上いろいろな困難が出てきました。2005年８
月に「少しだけでも日本語が分かれば、今より
も暮らしやすくなるんじゃないか」と仲間と話
し合って始めました。最初は日本語の単語を教
えるくらいでしたが、だんだんボランティアの
人たちも入って会話を教えたり、悩みや困って
いることを聞いたりしています。花見をした
り、公共交通機関に乗ったりするなど、日本の
文化や習慣なども勉強しています。最近は、ベ
トナム、フィリピン、中国、インドネシア、ボ
リビア、韓国の人なども来てくれています。

　それぞれの国や地域の文化には、どれも意味
があるんですよね。日本人は、周りに迷惑を掛
けるようなことをすごく気にしますよね。こう
した日本人の文化は素晴らしいと感じます。で
も、私はなかなか日本人と同じようにはできな
くて、今も迷ったり悩んだりすることがあり、
難しいなと感じています。まずは違う文化と出
会い、その違いを知ることが大事だと思いま
す。「どんな人かな」「その国のこと知りたい
な」と興味を持つことから始めてみてはいかが
でしょうか。

　共に生きるということは、お互いに相手のこ
とを理解し合い、尊重することだと思っていま
す。私は多様な人たちが豊かに共生できる地域
や社会をつくるために、今の私にできることを
行動に移し、諦めずにがんばろうと思います。

これからも伝えていきたいことは？

　今回お話を伺うのは、津市在住で「高茶屋日本語教室がんばる
会」を立ち上げた田中レオニセさんです。日系ブラジル人３世の夫
と息子らとともに26年前に来日しました。津市内の保育園で通訳の
仕事を８年間した後、現在は市内の中学校で外国につながる生徒を
支援する仕事をしています。ブラジルから日本に来て、さまざまな
違いに悩んだ経験を生かし、日本人と外国人との懸け橋となってき
た思いを聞きました。

高茶屋日本語教室「がんばる会」
田中レオニセさん代表

人・ひと

●日本語は難しいです。分からないときや
困ったとき、スタッフの人たちが助けてく
れるから心強いです。(教室で学習してい
るブラジル人参加者)
●がんばる会を立ち上げる前から関わってい
ます。旅行に行かなくてもいろいろな外国
の人と知り合
いになれま
す。友達が
いっぱいでき
ました。(支
援スタッフ
中条さん)


